

































































































































いう TopicProminent Language (主題卓立型言語)[Subject Prominent Language (主語
卓立型言語)と対立する]であると特徴付けたこと。
(第3章)①AハBダ型の文が日木語一種に対してタイ語には二種ApenB (性格づけ)
とAk刷凶B (同一づけ)あることを述べたこと。②タイ話動前jに 1~1 ・他動詞同}f手のものが
多くあるのを日本語ではIJ参着語尾で阿者を区別するのと対比したこと。③存在留j詞として
日本語「アル・イノレj に対しタイ語では mllしかないと記述したこと。
(第4章)r文法化ーthn:の文法化をケース・スタディーとして一jは、その真価が認め
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られて大阪外国語大学言語社会学会発行 EXORIEN7'EVo1.2に掲載された論文である。
(第5章)タイ語と日本語の受動文を
①thuuk当たる型 |が受動文 なる塑
② |二受動文受ける型
と認定して対照したこと。
(第6章)タイ語と日本語の使役文を
①tham使役文する型
②hay使役文与える型
③tham-hay使役文及ぼす型
と認定して対照したこと。
(第7章)タイ語と日本語の動詞連続を
①主動詞前置従動詞後置
②従!WJ詞前置主動詞後置
語幹十勝着接辞型
連用形+動詞型
て形+動詞型
と認定して対照し阿言語の平行性(類似性)を発見したこと。
以上の独創点、なかんずく上述後三章は、し、ずれも画期的な発見であり、タイ語・日本
語研究において永久に価値をもつものとして高く評価される。
本論文にさらに改善の余地があるとすれば、それは、論文の全体構成、タイ・日両語の
言語感覚的機微にも及ぶ対照、一般言語学的視点の導入であろう。
最後に、著者に対して今後望むこととして、本論文で扱わなかった文法的諸側面も含め
たタイ語と日本語の対照言語学的参照文法の構築をあげておきたい。
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